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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（１）：

［式中、
Ａ１は－ＮＲ７－、酸素原子又は硫黄原子を表し、
Ａ２は＝Ｎ－、＝Ｎ（→Ｏ）－又は＝ＣＲ８－を表し、
Ｑは＝Ｎ－又は＝Ｎ（→Ｏ）－を表し、
Ｒ１は群Ｘより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキ
ル基を表し、
Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は同一又は相異なり、群Ｘより選ばれる１個以上の原子もしくは基を
有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基、－ＯＲ１０、－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０、－Ｓ（Ｏ）

２ＮＲ１０Ｒ１１、－ＮＲ１０Ｒ１１、－ＮＲ１０ＣＯ２Ｒ１１、－ＮＲ１０Ｃ（Ｏ）Ｒ
１１、－ＣＯ２Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１０Ｒ１１、－ＳＦ５、シア
ノ基、ニトロ基、ハロゲン原子又は水素原子を表し、
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Ｒ５及びＲ６は同一又は相異なり、群Ｘより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有して
いてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基、－ＯＲ１０、－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ
１０Ｒ１１、－ＮＲ１０Ｒ１１、－ＮＲ１０ＣＯ２Ｒ１１、－ＮＲ１０Ｃ（Ｏ）Ｒ１１、
－ＣＯ２Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１０Ｒ１１、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ１０、
－ＳＦ５、シアノ基、ニトロ基、ハロゲン原子又は水素原子を表し（但し、Ｒ５及びＲ６

が同時に水素原子を表すことはない）、
Ｒ７は群Ｗより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキ
ル基、－ＣＯ２Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１０、－ＣＨ２ＣＯ２Ｒ１０、Ｃ３－Ｃ６シクロア
ルキル基又は水素原子を表し、
Ｒ８は１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基、－ＯＲ１０、
－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０、－ＮＲ１０Ｒ１１、－ＣＯ２Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１０、シアノ基
、ニトロ基、ハロゲン原子又は水素原子を表し、
Ｒ１０及びＲ１１は同一又は相異なり、群Ｘより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有
していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基又は水素原子を表し（但し、－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０に
おいて、ｍが１又は２の場合には、Ｒ１０が水素原子を表すことはない）、
ｍはそれぞれ独立して、０、１又は２を表し、ｎは０、１又は２を表す。
群Ｘ：１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルコキシ基、１個以上の
ハロゲン原子又は１個以上のＣ１－Ｃ３アルキル基を有していてもよいＣ３－Ｃ６シクロ
アルキル基、シアノ基、ヒドロキシ基及びハロゲン原子からなる群。
群Ｗ：１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルコキシ基、１個以上の
ハロゲン原子を有していてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキル基、ヒドロキシ基、ハロゲン
原子及びシアノ基からなる群。］で示される化合物と、２，４－ジオキソ－１－（５－ピ
リミジニルメチル）－３－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－２Ｈ－ピリド［１
，２－ａ］ピリミジニウム分子内塩とを含有する有害生物防除組成物。
【請求項２】
Ａ１が－ＮＭｅ－、酸素原子又は硫黄原子であり、
Ａ２が＝Ｎ－、＝Ｎ（→Ｏ）－又は＝ＣＨ－であり、
Ｒ１が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基であり、
Ｒ２及びＲ４が水素原子であり、
Ｒ３が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基又は水素原子で
あり、
Ｒ５が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－ＯＲ１０、
又は－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０であり、
Ｒ６が－NＲ１０Ｒ１１又は水素原子であり、
Ｒ１０及びＲ１１が各々独立して１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３
アルキル基である、
請求項１に記載の有害生物防除組成物。
【請求項３】
Ａ１が－ＮＭｅ－である請求項１または請求項２に記載の有害生物防除組成物。
【請求項４】
Ａ１が酸素原子である請求項１または請求項２に記載の有害生物防除組成物。
【請求項５】
式（１）で示される化合物と、２，４－ジオキソ－１－（５－ピリミジニルメチル）－３
－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－２Ｈ－ピリド［１，２－ａ］ピリミジニウ
ム分子内塩との含有量の比が、重量比で１００：１～１：１００である請求項１～４のい
ずれかに記載の有害生物防除組成物。
【請求項６】
式（１）で示される化合物と、２，４－ジオキソ－１－（５－ピリミジニルメチル）－３
－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－２Ｈ－ピリド［１，２－ａ］ピリミジニウ
ム分子内塩との含有量の比が、重量比で１０：１～１：１０である請求項１～４のいずれ
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かに記載の有害生物防除組成物。
【請求項７】
請求項１～６のいずれかに記載の有害生物防除組成物の有効量を、有害生物又は有害生物
の生息場所に施用する工程を有する有害生物の防除方法。
【請求項８】
請求項１～６のいずれかに記載の有害生物防除組成物の有効量を、植物、植物種子、球根
又は植物を栽培する土壌に施用する工程を有する有害生物の防除方法。
【請求項９】
請求項１～６のいずれかに記載の有害生物防除組成物の有効量を付着させた植物種子また
は球根。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有害生物防除組成物及び有害生物の防除方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、有害生物防除組成物の有効成分として、多くの化合物が知られている（例えば、
非特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２０１３／０１８９２８号
【特許文献２】国際公開第２０１２／０９２１１５号
【特許文献３】国際公開第２０１４／１０４４０７号
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ　－　１６ｔｈ　ｅｄｉｔ
ｉｏｎ（ＢＣＰＣ刊）ＩＳＢＮ　ＩＳＢＮ　９７８１９０１３９６８６７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、有害生物に対する優れた防除効力を有する有害生物防除組成物を提供するこ
とを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、有害生物に対する優れた防除効力を有する有害生物防除組成物を見出すべ
く検討した結果、下記式（１）で示される化合物と、２，４－ジオキソ－１－（５－ピリ
ミジニルメチル）－３－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－２Ｈ－ピリド［１，
２－ａ］ピリミジニウム分子内塩（以下、トリフルメゾピリン（Ｔｒｉｆｌｕｍｅｚｏｐ
ｙｒｉｍ）と記す）とを含有する組成物が、有害生物に対する優れた防除効力を有するこ
とを見出した。
【０００７】
本発明は以下の通りである。
項１．　式（１）：
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［式中、
Ａ１は－ＮＲ７－、酸素原子又は硫黄原子を表し、Ａ２は＝Ｎ－、＝Ｎ（→Ｏ）－又は＝
ＣＲ８－を表し、Ｑは＝Ｎ－又は＝Ｎ（→Ｏ）－を表し、Ｒ１は群Ｘより選ばれる１個以
上の原子もしくは基を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基を表し、Ｒ２、Ｒ３及びＲ
４は同一又は相異なり、群Ｘより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよい
Ｃ１－Ｃ６アルキル基、－ＯＲ１０、－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１０Ｒ１１

、－ＮＲ１０Ｒ１１、－ＮＲ１０ＣＯ２Ｒ１１、－ＮＲ１０Ｃ（Ｏ）Ｒ１１、－ＣＯ２Ｒ
１０、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１０Ｒ１１、－ＳＦ５、シアノ基、ニトロ基、
ハロゲン原子又は水素原子を表し、Ｒ５及びＲ６は同一又は相異なり、群Ｘより選ばれる
１個以上の原子もしくは基を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基、－ＯＲ１０、－Ｓ
（Ｏ）mＲ

１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１０Ｒ１１、－ＮＲ１０Ｒ１１、－ＮＲ１０ＣＯ２Ｒ
１１、－ＮＲ１０Ｃ（Ｏ）Ｒ１１、－ＣＯ２Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ
１０Ｒ１１、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ１０、－ＳＦ５、シアノ基、ニトロ基、ハロゲン原子又は水
素原子を表し（但し、Ｒ５及びＲ６が同時に水素原子を表すことはない）、Ｒ７は群Ｗよ
り選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基、－ＣＯ

２Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１０、－ＣＨ２ＣＯ２Ｒ１０、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル基又は
水素原子を表し、Ｒ８は１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル
基、－ＯＲ１０、－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０、－ＮＲ１０Ｒ１１、－ＣＯ２Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）
Ｒ１０、シアノ基、ニトロ基、ハロゲン原子又は水素原子を表し、Ｒ１０及びＲ１１は同
一又は相異なり、群Ｘより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよいＣ１－
Ｃ６アルキル基又は水素原子を表し（但し、－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０において、ｍが１又は２
の場合には、Ｒ１０が水素原子を表すことはない）、ｍはそれぞれ独立して、０、１又は
２を表し、ｎは０、１又は２を表す。群Ｘ：１個以上のハロゲン原子を有していてもよい
Ｃ１－Ｃ６アルコキシ基、１個以上のハロゲン原子又は１個以上のＣ１－Ｃ３アルキル基
を有していてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキル基、シアノ基、ヒドロキシ基及びハロゲン
原子からなる群。
群Ｗ：１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルコキシ基、１個以上の
ハロゲン原子を有していてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキル基、ヒドロキシ基、ハロゲン
原子及びシアノ基からなる群。］で示される化合物と、２，４－ジオキソ－１－（５－ピ
リミジニルメチル）－３－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－２Ｈ－ピリド［１
，２－ａ］ピリミジニウム分子内塩（トリフルメゾピリン）とを含有する有害生物防除組
成物（以下、本発明組成物と記す）。
項２．　Ａ１が－ＮＭｅ－、酸素原子又は硫黄原子であり、Ａ２が＝Ｎ－、＝Ｎ（→Ｏ）
－又は＝ＣＨ－であり、Ｒ１が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６ア
ルキル基であり、Ｒ２及びＲ４が水素原子であり、Ｒ３が１個以上のハロゲン原子を有し
ていてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基又は水素原子であり、Ｒ５が１個以上のハロゲン原子
を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－ＯＲ１０、又は－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０であり
、Ｒ６が－NＲ１０Ｒ１１又は水素原子であり、Ｒ１０及びＲ１１が各々独立して１個以
上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基である、項１に記載の有害生
物防除組成物。
項３．　Ａ１が－ＮＭｅ－である項１または項２に記載の有害生物防除組成物。
項４．　Ａ１が酸素原子である項１または項２に記載の有害生物防除組成物。
項５．　式（１）で示される化合物と、２，４－ジオキソ－１－（５－ピリミジニルメチ
ル）－３－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－２Ｈ－ピリド［１，２－ａ］ピリ
ミジニウム分子内塩との含有量の比が、重量比で１００：１～１：１００である項１～４
のいずれかに記載の有害生物防除組成物。
項６．　式（１）で示される化合物と、２，４－ジオキソ－１－（５－ピリミジニルメチ
ル）－３－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－２Ｈ－ピリド［１，２－ａ］ピリ
ミジニウム分子内塩との含有量の比が、重量比で１０：１～１：１０である請求項１～４
のいずれかに記載の有害生物防除組成物。
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項７．　項１～６のいずれかに記載の有害生物防除組成物の有効量を、有害生物又は有害
生物の生息場所に施用する工程を有する有害生物の防除方法。
項８．　項１～６のいずれかに記載の有害生物防除組成物の有効量を、植物、植物種子、
球根又は植物を栽培する土壌に施用する工程を有する有害生物の防除方法。
項９．　項１～６のいずれかに記載の有害生物防除組成物の有効量を付着させた植物種子
または球根。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明により、有害生物を防除することができる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
本発明の有害生物防除組成物は、前記式（１）で示される化合物（以下、本化合物と記す
場合がある。）とトリフルメゾピリン（Ｔｒｉｆｌｕｍｅｚｏｐｙｒｉｍ）とを含有する
。
【００１０】
本明細書の記載において用いられる基について、以下に説明する。
【００１１】
本明細書におけるＣａ－Ｃｂアルキル基の表記は、炭素原子数がａ～ｂである直鎖状又は
分岐鎖状の炭化水素基を表し、
Ｃａ－Ｃｂハロアルキル基の表記は、炭素原子に結合した水素原子がハロゲン原子によっ
て１個以上置換された、炭素原子数がａ～ｂである直鎖状又は分岐鎖状の炭化水素基を表
し、このとき、２個以上のハロゲン原子を有している場合、それらのハロゲン原子は互い
に同一でも、又は互いに相異なっていてもよく、
Ｃａ－Ｃｂアルコキシ基の表記は、炭素原子数がａ～ｂである直鎖状又は分岐鎖状のアル
キル－Ｏ－基を表し、
Ｃａ－Ｃｂシクロアルキル基の表記は、炭素原子数がａ～ｂである環状の飽和炭化水素基
を表す。
【００１２】
本明細書における「群Ｘより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよい」の
表記は、群Ｘより選ばれる２個以上の原子もしくは基を有している場合、それらの群Ｘよ
り選ばれる原子もしくは基は互いに同一でも、又は互いに相異なっていてもよい。
　本明細書における「群Ｗより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよい」
の表記は、群Ｗより選ばれる２個以上の原子もしくは基を有している場合、それらの群Ｗ
より選ばれる原子もしくは基は互いに同一でも、又は互いに相異なっていてもよい。
　本明細書における「１個以上のハロゲン原子を有していてもよい」の表記は、２個以上
のハロゲン原子を有している場合、それらのハロゲン原子は互いに同一でも、又は互いに
相異なっていてもよい。
【００１３】
本化合物において、「ハロゲン原子」とはフッ素原子、塩素原子、臭素原子及びヨウ素原
子を意味する。
【００１４】
本化合物において「群Ｘより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよいＣ１
－Ｃ６アルキル基」の表記は、炭素原子に結合した水素原子が群Ｘより選ばれる原子もし
くは基によって任意に置換された、炭素原子数が１～６個よりなる直鎖状又は分岐鎖状の
飽和炭化水素基を表し、このとき、群Ｘより選ばれる２個以上の原子もしくは基を有して
いる場合、それらの群Ｘより選ばれる原子もしくは基は互いに同一でも、又は互いに相異
なっていてもよい。
「群Ｘより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基
」としては、例えばメチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ブチル基、イソ
ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ペンチル基、ネオペンチル基、ヘキ
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シル基、メトキシメチル基、エトキシメチル基、プロピルオキシメチル基、イソプロルオ
キシメチル基、ブチルオキシメチル基、ｓｅｃ－ブチルオキシメチル基、ｔｅｒｔ－ブチ
ルオキシメチル基、２－メトキシエチル基、２－エトキシエチル基、２－プロピルオキシ
エチル基、２－イソプロピルオキシエチル基、２－ブチルオキシエチル基、２－ｓｅｃ－
ブチルオキシエチル基、２－ｔｅｒｔ－ブチルオキシエチル基、トリフルオロメチル基、
トリクロロメチル基、２－フルオロエチル基、２，２－ジフルオロエチル基、２，２，２
－トリフルオロエチル基及びペンタフルオロエチル基、２－ヒドロキシエチル基、シクロ
プロピルメチル基、１－メチルシクロプロピルメチル基、２，２－ジフルオロシクロプロ
ピルメチル基、トリメトキシメチル基、トリエトキシメチル基等の群Ｘより選ばれる１個
以上の原子もしくは基を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基が挙げられ、各々の指定
の炭素原子数の範囲で選択される。
【００１５】
　本化合物において「１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基
」の表記は、炭素原子に結合した水素原子がハロゲン原子によって任意に置換された、炭
素原子数が１～６個よりなる直鎖状又は分岐鎖状の炭化水素基を表し、このとき、２個以
上のハロゲン原子を有している場合、それらのハロゲン原子は互いに同一でも、又は互い
に相異なっていてもよい。
　「１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基」としては、例え
ばメチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、ｓｅｃ
－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ペンチル基、ネオペンチル基、ヘキシル基、トリフル
オロメチル基、トリクロロメチル基、２－フルオロエチル基、２，２－ジフルオロエチル
基、２，２，２－トリフルオロエチル基及びペンタフルオロエチル基、ヘプタフルオロイ
ソプロピル基等の１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基が挙
げられ、各々の指定の炭素原子数の範囲で選択される。
【００１６】
　本化合物において「群Ｗより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよいＣ
１－Ｃ６アルキル基」としては、例えばメチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル
基、ブチル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ペンチル基、ネ
オペンチル基、ヘキシル基、トリフルオロメチル基、トリクロロメチル基、２－フルオロ
エチル基、２，２－ジフルオロエチル基、２，２，２－トリフルオロエチル基、ペンタフ
ルオロエチル基、メトキシメチル基、エトキシメチル基、プロピルオキシメチル基、イソ
プロピルオキシメチル基、ブチルオキシメチル基、ｓｅｃ－ブチルオキシメチル基、イソ
ブチルオキシメチル基、ｔｅｒｔ－ブチルオキシメチル基、メトキシエチル基、エトキシ
エチル基、プロピルオキシエチル基、イソプロピルオキシエチル基、ブチルオキシエチル
基、ｓｅｃ－ブチルオキシエチル基、イソブチルオキシエチル基、ｔｅｒｔ－ブチルオキ
シエチル基等の群Ｗより選ばれる１個以上の原子もしくは基を有していてもよいＣ２－Ｃ
６アルキル基が挙げられる。このとき、群Ｗより選ばれる２個以上の原子もしくは基を有
している場合、それらの群Ｗより選ばれる原子もしくは基は互いに同一でも、又は互いに
相異なっていてもよい。
【００１７】
　本化合物において「１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルコキシ
基」としては、例えばメトキシ基、トリフルオロメトキシ基、エトキシ基、２，２，２－
トリフルオロエトキシ基、プロピルオキシ基、イソプロピルオキシ基、ブチルオキシ基、
イソブチルオキシ基、ｓｅｃ－ブチルオキシ基、ｔｅｒｔ－ブチルオキシ基、ペンチルオ
キシ基及びヘキシルオキシ基が挙げられる。
【００１８】
　本化合物において「１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ３－Ｃ６シクロアル
キル基」としては、例えばシクロプロピル基、２，２－ジフルオロシクロプロピル基、２
，２－ジクロロシクロプロピル基、２，２－ジブロモシクロプロピル基、シクロブチル基
、シクロペンチル基及びシクロヘキシル基が挙げられる。
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【００１９】
　本化合物において「１個以上のハロゲン原子又は１個以上のＣ１－Ｃ３アルキル基を有
していてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキル基」としては、例えばシクロプロピル基、１－
メチルシクロプロピル基、２－メチルシクロプロピル基、１－フルオロシクロプロピル基
、２，２－ジフルオロシクロプロピル基、２，２－ジクロロシクロプロピル基、２，２－
ジブロモシクロプロピル基、シクロブチル基、シクロペンチル基及びシクロヘキシル基が
挙げられる。
【００２０】
　本化合物において「Ｃ１－Ｃ３ハロアルキル基」の表記は、炭素原子に結合した水素原
子がハロゲン原子によって１個以上置換された、炭素原子数が１～３個よりなる直鎖状又
は分岐鎖状の炭化水素基を表し、このとき、２個以上のハロゲン原子を有している場合、
それらのハロゲン原子は互いに同一でも、又は互いに相異なっていてもよい。
　「Ｃ１－Ｃ３ハロアルキル基」としては、例えばフルオロメチル基、クロロメチル基、
ブロモメチル基、ヨードメチル基、ジフルオロメチル基、ジクロロメチル基、トリフルオ
ロメチル基、クロロジフルオロメチル基、ブロモジフルオロメチル基、トリクロロメチル
基、２－フルオロエチル基、２－クロロエチル基、２－ブロモエチル基、２，２－ジフル
オロエチル基、２，２，２－トリフルオロエチル基、ペンタフルオロエチル基、ヘプタフ
ルオロプロピル基及びヘプタフルオロイソプロピル基等が挙げられる。
【００２１】
　本化合物において「Ｃ１－Ｃ３アルキル基」としては、メチル基、エチル基、プロピル
基及びイソプロピル基が挙げられる。
【００２２】
　本化合物において「Ｃ１－Ｃ３パーフルオロアルキル基」としては、トリフルオロメチ
ル基、ペンタフルオロエチル基、ヘプタフルオロプロピル基及びヘプタフルオロイソプロ
ピル基が挙げられる。
【００２３】
　本化合物の態様としては、例えば下記の［表１］～［表２０］に示される式（１）で表
される化合物が挙げられる。
【００２４】
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【００２５】
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【表２】

【００２６】
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【表３】

　　　　　　　

【００２７】
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【表４】

【００２８】
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【表５】

【００２９】
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【表６】

【００３０】
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【表７】

【００３１】
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【表８】

【００３２】
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【表９】

【００３３】
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【表１０】

【００３４】
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【表１１】

【００３５】
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【表１２】

【００３６】
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【表１３】

【００３７】
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【表１４】

【００３８】
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【表１５】

【００３９】
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【表１６】

【００４０】
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【表１７】

【００４１】
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【表１８】

【００４２】
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【表１９】

【００４３】
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【表２０】

　
　
【００４４】
　ここで上記の表〔表１〕～〔表２０〕の本化合物における「＊」の記載は、Ｎ－オキシ
ドであることを意味する。具体的には下記の化合物である。
　
【００４５】
本化合物２２　　　　　本化合物３６　　　　　本化合物３７

【００４６】
本化合物４７　　　　　本化合物４８　　　　　本化合物５１

　
【００４７】
本化合物７０　　　　　　　　本化合物４００　　　本化合物４０１

　
【００４８】
本化合物４０９　　　　　　　本化合物４１０　　　



(28) JP 6428773 B2 2018.11.28

10

20

30

40

50

　
【００４９】
本化合物４５６　　　　　本化合物４５７　　　　　本化合物４５８

　
【００５０】
本化合物４５９　　　　　本化合物４６０　　　　　本化合物４６１

【００５１】
上記の〔表１〕～〔表２０〕において、Ｍｅはメチル基を表し、Ｅｔはエチル基を表し、
Ｐｒはプロピル基を表し、Ｂｕはブチル基を表し、ｔＢｕはターシャリーブチル基を表し
、ｉＰｒはイソプロピル基を表し、ＣｙｃＰｒはシクロプロピル基を表し、ＣｙｃＢｕは
シクロブチル基を表す。
【００５２】
これらの化合物は、国際公開第２０１３／０１８９２８号、又は国際公開第２０１４／１
０４４０７号に記載される方法により製造することができる。一部の化合物について、製
造法を以下に記載する。
【００５３】
製造例１（１）
　２－（３－エチルスルファニル－ピリジン－２－イル）－６－ヨード－３－メチル－３
Ｈ‐イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン１．１ｇ、ヨウ化銅１６０ｍｇ、硫化ナトリウム９
水和物２．７ｇ、及びＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（以下、ＤＭＦと記す）１０ｍＬの
混合物を、１１０℃で５時間撹拌した。反応混合物に水を加え、酢酸エチルで抽出した。
有機層を硫酸ナトリウムで乾燥させた後、減圧下濃縮した。残渣をシリカゲルカラムクロ
マトグラフィーに付し、下式

で示される化合物（以下、化合物（１－１）と記す。）７１０ｍｇを得た。
　１Ｈ－ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－Ｄ６）δ：８．５６－８．５５（２Ｈ，ｍ），８．５３－８
．５０（２Ｈ，ｍ），８．３８－８．３６（２Ｈ，ｍ），８．０４（２Ｈ，ｄ），７．６
１－７．５６（２Ｈ，ｍ），３．８７（６Ｈ，ｂｒｓ），３．００（４Ｈ，ｑ），１．２
３－１．１６（６Ｈ，ｍ）．
【００５４】
製造例１（２）
　化合物（１－１）７１０ｍｇ及びＤＭＦ１２ｍＬの混合物を－６０℃に冷却し、トリフ
ルオロヨードメタン１０ｇを加えた。この混合物に、－４０℃でテトラキス（ジメチルア
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ミノ）エチレン１．２ｍＬを滴下した。－１０℃まで昇温し、－１０℃で５時間攪拌した
。反応混合物に水を加え、酢酸エチルで抽出した。有機層を硫酸ナトリウムで乾燥させた
後、減圧下濃縮した。残渣をシリカゲルカラムクロマトグラフィーに付し、２－（３－エ
チルスルファニル－ピリジン－２－イル）－３－メチル－６－トリフルオロメチルスルフ
ァニル－３Ｈ‐イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン（以下、本化合物１３と記す。）５３０
ｍｇを得た。

　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：８．６７（１Ｈ，ｄ），８．５２（１Ｈ，ｄｄ），８
．４６（１Ｈ，ｄ），７．７９（１Ｈ，ｄｄ），７．３９（１Ｈ，ｄｄ），４．０３（３
Ｈ，ｓ），２．９７（２Ｈ，ｑ），１．３６（３Ｈ，ｔ）．
【００５５】
製造例２
　本化合物１３を２００ｍｇ、ｍ－クロロ過安息香酸（純度６５％以上）２３０ｍｇ、及
びクロロホルム１０ｍＬの混合物を、氷冷下５時間攪拌した。反応混合物に飽和炭酸水素
ナトリウム水溶液を加え、クロロホルムで抽出した。有機層を硫酸ナトリウムで乾燥させ
た後、減圧下濃縮した。残渣をシリカゲルカラムクロマトグラフィーに付し、２－（３－
エチルスルフィニル－ピリジン－２－イル）－３－メチル－６－トリフルオロメチルスル
ファニル－３Ｈ‐イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン（以下、本化合物１４と記す。）８９
ｍｇ及び２－（３－エチルスルホニル－ピリジン－２－イル）－３－メチル－６－トリフ
ルオロメチルスルファニル－３Ｈ‐イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン（以下、本化合物１
５と記す。）１３０ｍｇを得た。
　　本化合物１４

１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：８．８７－８．８３（１Ｈ，ｍ），８．７３－８．６４
（２Ｈ，ｍ），８．４１（１Ｈ，ｄ），７．７２－７．６６（１Ｈ，ｍ），４．３４（３
Ｈ，ｓ），３．７２－３．６２（１Ｈ，ｍ），３．１７－３．０５（１Ｈ，ｍ），１．４
７（３Ｈ，ｔ）．
　　本化合物１５

１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：９．０１－８．９８（１Ｈ，ｍ），８．７１（１Ｈ，ｄ
），８．５５－８．５２（１Ｈ，ｍ），８．３９（１Ｈ，ｄ），７．７２（１Ｈ，ｄｄ）
，３．９０－３．８１（５Ｈ，ｍ），１．３６（３Ｈ，ｔ）．
【００５６】
製造例３（１）
　３－クロロ－２－シアノピリジン１．３９ｇ、エチルメルカプタン０．９ｍｌ及びＤＭ
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Ｆ１０ｍｌの混合物に、氷冷下、水素化ナトリウム（６０％、油状）０．５２ｇを加え、
室温で１時間攪拌した。反応混合物に水を加え、酢酸エチルで抽出した。有機層を飽和炭
酸水素ナトリウム水溶液及び飽和食塩水で水洗した後、無水硫酸ナトリウムで乾燥し、減
圧下濃縮した。得られた残渣をシリカゲルカラムクロマトグラフィーに付し、２－シアノ
－３－エチルスルファニルピリジン１．５２ｇを得た。

　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：８．４９（１Ｈ，ｄｄ），７．７５（１Ｈ，ｄｄ），
７．４３（１Ｈ，ｄｄ），３．０６（２Ｈ，ｑ），１．３８（３Ｈ，ｔ）．
【００５７】
製造例３（２）
　濃硫酸１５ｍｌ及び水５ｍｌの混合物に、２－シアノ－３－エチルスルファニルピリジ
ン１．４ｇを加え、１３０℃で２時間攪拌した。室温に放冷した反応混合物に水酸化カリ
ウム水溶液を加え、酢酸エチルで抽出した。得られた水層に濃塩酸を加え、クロロホルム
で抽出した後、無水硫酸ナトリウムで乾燥し、減圧下濃縮することにより、３－エチルス
ルファニルピコリン酸１．１５ｇを得た。

　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：８．３１（１Ｈ，ｄ），７．７５（１Ｈ，ｄ），７．
４９（１Ｈ，ｄｄ），２．９７（２Ｈ，ｑ），１．４４（３Ｈ，ｔ）．
【００５８】
製造例３（３）
　２－アミノ－４－（トリフルオロメチルスルファニル）フェノール（国際公開第２００
９／１３１２３７号に記載の方法で合成）１．０ｇ、３－エチルスルファニルピコリン酸
０．８７ｇ、１－エチル－３－（３－ジメチルアミノプロピル）カルボジイミド塩酸塩１
．１０ｇ及びクロロホルム１０ｍｌの混合物を、室温で３０分間撹拌した。反応混合物に
水を加え、酢酸エチルで抽出した。有機層を飽和炭酸水素ナトリウム水溶液及び飽和食塩
水で水洗した後、無水硫酸マグネシウムで乾燥し、減圧下濃縮した。得られた残渣をシリ
カゲルカラムクロマトグラフィーに付し、３－エチルスルファニル－Ｎ－［２－ヒドロキ
シ－５－（トリフルオロメチルスルファニル）フェニル］ピコリンアミド（以下、化合物
３－３と記す）１．３２ｇを得た。
　　化合物３－３

　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：１０．４０（１Ｈ，ｂｒｓ），９．６３（１Ｈ，ｓ）
，８．３６（１Ｈ，ｄｄ），７．７５（１Ｈ，ｄｄ），７．５３（１Ｈ，ｄ），７．４５
（１Ｈ，ｄｄ），７．４１（１Ｈ，ｄｄ），７．０８（１Ｈ，ｄ），２．９７（２Ｈ，ｑ
），１．４４（３Ｈ，ｔ）．
【００５９】
製造例３（４）
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　化合物３－３を１．２３ｇ、ジ－２－メトキシエチルアゾジカルボキシレート１．２８
ｇ、トリフェニルホスフィン１．３９ｇ及びテトラヒドロフラン３０ｍｌの混合物を、室
温で１時間及び５０℃で１時間攪拌した。室温に放冷した反応混合物を減圧下濃縮した後
に水を加え、酢酸エチルで抽出した。有機層を飽和炭酸水素ナトリウム水溶液及び飽和食
塩水で洗浄した後、無水硫酸マグネシウムで乾燥し、減圧下濃縮した。得られた残渣をシ
リカゲルカラムクロマトグラフィーに付し、２－（３－エチルスルファニルピリジン－２
－イル）－５－（トリフルオロメチルスルファニル）ベンズオキサゾール（以下、本化合
物４４１と記す）１．２１ｇを得た。

　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：８．５９（１Ｈ，ｄｄ），８．２７（１Ｈ，ｓ），７
．７８（１Ｈ，ｄｄ），７．７５－７．６９（２Ｈ，ｍ），７．４２（１Ｈ，ｄｄ），３
．０７（２Ｈ，ｑ），１．４７（３Ｈ，ｔ）．
【００６０】
製造例４
　本化合物４４１（１．０６ｇ）及びクロロホルム３０ｍｌの混合物に、氷冷下、ｍ－ク
ロロ過安息香酸（純度６５％以上）１．４７ｇを添加した後、室温で６時間撹拌した。反
応混合物に１０％亜硫酸ナトリウム水溶液を加え、クロロホルムで抽出した。有機層を飽
和炭酸水素ナトリウム水溶液で洗浄した後、無水硫酸マグネシウムで乾燥し、減圧下濃縮
した。得られた残渣をシリカゲルカラムクロマトグラフィーに付し、２－（３－エチルス
ルホニルピリジン－２－イル）－５－（トリフルオロメチルスルファニル）ベンズオキサ
ゾール（以下、本化合物４４３と記す）０．８７ｇ及び２－（３－エチルスルホニルピリ
ジン－２－イル）－５－（トリフルオロメチルスルフィニル）ベンズオキサゾール（以下
、本化合物４４４と記す）０．１７ｇを得た。
　　本化合物４４３

　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：９．０３（１Ｈ，ｄｄ），８．６０（１Ｈ，ｄｄ），
８．１９（１Ｈ，ｄ），７．８０－７．７１（３Ｈ，ｍ），４．０２（２Ｈ，ｑ），１．
４３（３Ｈ，ｔ）．
　　本化合物４４４

　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：９．０４（１Ｈ，ｄｄ），８．６１（１Ｈ，ｄｄ），
８．３５（１Ｈ，ｄ），７．９６－７．８６（２Ｈ，ｍ），７．７７（１Ｈ，ｄｄ），４
．０１（２Ｈ，ｑ），１．４４（３Ｈ，ｔ）．
【００６１】
製造例５
　本化合物４４３を０．３５ｇ及びクロロホルム８ｍｌの混合物に、氷冷下、ｍ－クロロ
過安息香酸（純度６５％以上）０．４３ｇを添加した後、４０℃で６時間撹拌した。室温
に放冷した反応混合物に１０％亜硫酸ナトリウム水溶液を加え、クロロホルムで抽出した
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。有機層を飽和炭酸水素ナトリウム水溶液で洗浄した後、無水硫酸マグネシウムで乾燥し
、減圧下濃縮した。得られた残渣にアセトニトリル４ｍｌ、タングステン酸ナトリウム２
水和物３０ｍｇ及び過酸化水素水（３０％）４ｍｌを加え、８０℃で６時間攪拌した。室
温に放冷した反応混合物に水を加え、析出した固体をろ取し、ろ液に１０％亜硫酸ナトリ
ウム水溶液を加え、酢酸エチルで抽出した。有機層を水及び飽和食塩水で洗浄した後、無
水硫酸マグネシウムで乾燥し、減圧下濃縮した。得られた残渣シリカゲルカラムクロマト
グラフィーに付し、２－（３－エチルスルホニルピリジン－２－イル）－５－（トリフル
オロメチルスルホニル）ベンズオキサゾール（以下、本化合物４４５）０．３５ｇを得た
。
　　本化合物４４５

　１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：９．０５（１Ｈ，ｄｄ），８．６１（１Ｈ，ｄｄ），
８．５９（１Ｈ，ｄ），８．１７（１Ｈ，ｄｄ），７．９６（１Ｈ，ｄ），７．８０（１
Ｈ，ｄｄ），３．９８（２Ｈ，ｑ），１．４５（３Ｈ，ｔ）．
【００６２】
　本発明に用いられるトリフルメゾピリンはメソイオン性分子内塩であり、下記式（２Ａ
）のように、６つの構造式で表現される。

　なお、トリフルメゾピリンは、国際公開第２０１２／０９２１１５号に記載された方法
で製造することができ、該文献では、２－ヒドロキシ－４－オキソ－１－（５－ピリミジ
ニルメチル）－３－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－４Ｈ－ピリド［１，２－
ａ］ピリミジニウム分子内塩と記載されている。
【００６３】
　本発明組成物の態様として、以下が挙げられる。
【００６４】
式（１）において、Ａ１が－ＮＭｅ－、酸素原子又は硫黄原子であり、Ａ２が＝Ｎ－、＝
Ｎ（→Ｏ）－又は＝ＣＨ－であり、Ｒ１が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ
１－Ｃ６アルキル基であり、Ｒ２及びＲ４が水素原子であり、Ｒ３が１個以上のハロゲン
原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基又は水素原子であり、Ｒ５が１個以上のハ
ロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－ＯＲ１０、又は－Ｓ（Ｏ）mＲ
１０であり、Ｒ６が－NＲ１０Ｒ１１又は水素原子であり、Ｒ１０及びＲ１１が各々独立
して１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基である化合物と、
トリフルメゾピリンとを含有する有害生物防除組成物。
【００６５】
式（１）において、Ａ１が－ＮＭｅ－、又は酸素原子であり、Ａ２が＝Ｎ－、＝Ｎ（→Ｏ
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）－又は＝ＣＨ－であり、Ｒ１が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６
アルキル基であり、Ｒ２及びＲ４が水素原子であり、Ｒ３が１個以上のハロゲン原子を有
していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基又は水素原子であり、Ｒ５が１個以上のハロゲン原
子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－ＯＲ１０、又は－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０であ
り、Ｒ６が－NＲ１０Ｒ１１又は水素原子であり、Ｒ１０及びＲ１１が各々独立して１個
以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基である化合物と、トリフル
メゾピリンとを含有する有害生物防除組成物。
【００６６】
式（１）において、Ａ１が－ＮＭｅ－、又は酸素原子であり、Ａ２が＝Ｎ－、＝Ｎ（→Ｏ
）－又は＝ＣＨ－であり、Ｒ１がＣ１－Ｃ６アルキル基であり、Ｒ２、Ｒ４及びＲ６が水
素原子であり、Ｒ３が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基
又は水素原子であり、Ｒ５が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アル
キル基、－ＯＲ１０、又は－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０であり、Ｒ１０が１個以上のハロゲン原子
を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基である化合物と、トリフルメゾピリンとを含有
する有害生物防除組成物。
【００６７】
式（１）において、Ａ１が－ＮＭｅ－であり、Ａ２が＝Ｎ－、又は＝Ｎ（→Ｏ）－であり
、Ｒ１がＣ１－Ｃ６アルキル基であり、Ｒ２、Ｒ４及びＲ６が水素原子であり、Ｒ３が１
個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基又は水素原子であり、Ｒ
５が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、又は－Ｓ（Ｏ）

mＲ
１０であり、Ｒ１０が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキ

ル基である化合物と、トリフルメゾピリンとを含有する有害生物防除組成物。
【００６８】
式（１）において、Ａ１が酸素原子であり、Ａ２が＝Ｎ－、＝Ｎ（→Ｏ）－又は＝ＣＨ－
であり、Ｒ１がＣ１－Ｃ６アルキル基であり、Ｒ２、Ｒ４及びＲ６が水素原子であり、Ｒ
３が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基又は水素原子であ
り、Ｒ５が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－ＯＲ１

０、又は－Ｓ（Ｏ）mＲ
１０であり、Ｒ１０が１個以上のハロゲン原子を有していてもよ

いＣ１－Ｃ３アルキル基である化合物と、トリフルメゾピリンとを含有する有害生物防除
組成物。
【００６９】
式（１）において、Ａ１が酸素原子であり、Ａ２が＝Ｎ－、又は＝Ｎ（→Ｏ）－であり、
Ｒ１が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基であり、Ｒ２、
Ｒ３、Ｒ４及びＲ６が水素原子であり、Ｒ５が１個以上のハロゲン原子を有していてもよ
いＣ１－Ｃ３アルキル基、又は－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０であり、Ｒ１０が１個以上のハロゲン
原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基である化合物と、トリフルメゾピリンとを
含有する有害生物防除組成物。
【００７０】
式（１）において、Ａ１が酸素原子であり、Ａ２が＝Ｎ－であり、Ｒ１がＣ１－Ｃ６アル
キル基であり、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ６が水素原子であり、Ｒ５が１個以上のハロゲン
原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、又は－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０であり、Ｒ１０

が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基である化合物と、ト
リフルメゾピリンとを含有する有害生物防除組成物。
【００７１】
式（１）において、Ａ１が酸素原子であり、Ａ２が＝ＣＨ－であり、Ｒ１が１個以上のハ
ロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基であり、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ６

が水素原子であり、Ｒ５が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキ
ル基、又は－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０であり、Ｒ１０が１個以上のハロゲン原子を有していても
よいＣ１－Ｃ３アルキル基である化合物と、トリフルメゾピリンとを含有する有害生物防
除組成物。
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【００７２】
式（１）において、Ａ１が酸素原子であり、Ａ２が＝ＣＨ－であり、Ｒ１がＣ１－Ｃ６ア
ルキル基であり、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ６が水素原子であり、Ｒ５が１個以上のハロゲ
ン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、又は－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０であり、Ｒ１

０が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基である化合物と、
トリフルメゾピリンとを含有する有害生物防除組成物。
【００７３】
式（１）において、Ｒ１が群Ｙより選ばれる１個以上の原子又は基を有していてもよいＣ
１－Ｃ６アルキル基（群Ｙ：１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ３－Ｃ６シク
ロアルキル基及びハロゲン原子からなる群。）であり、Ｒ２及びＲ４が水素原子であり、
Ｒ３が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－Ｃ（ＯＲ１

０）３、ハロゲン原子又は水素原子であり、Ｒ５が１個以上のハロゲン原子を有していて
もよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－ＯＲ１０、－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０、－ＣＯ２Ｒ１０、－Ｓ
Ｆ５又はハロゲン原子であり、Ｒ６が－ＯＲ１０、－NＲ１０Ｒ１１、－ＣＯ２Ｒ１０、
－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１０Ｒ１１、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ１０、シアノ基、ハロゲン原子又は水素原子
であり、Ｒ７が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基、－Ｃ
Ｈ２ＣＯ２Ｒ１０、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル基又は水素原子であり、Ｒ８が１個以上の
ハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－ＯＲ１０、－Ｓ（Ｏ）mＲ

１

０、シアノ基、ハロゲン原子又は水素原子であり、Ｒ１０及びＲ１１が独立して１個以上
のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基又は水素原子（但し、－Ｓ（Ｏ
）mＲ

１０において、ｍが１又は２の場合には、Ｒ１０が水素原子を表すことはない。）
である化合物と、トリフルメゾピリンとを含有する有害生物防除組成物。
【００７４】
式（１）において、Ｒ１が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキ
ル基であり、Ｒ２及びＲ４が水素原子であり、Ｒ３が１個以上のハロゲン原子を有してい
てもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－Ｃ（ＯＲ１０）３、ハロゲン原子又は水素原子であり
、Ｒ５が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－ＯＲ１０

、－Ｓ（Ｏ）mＲ
１０又はハロゲン原子であり、Ｒ６がシアノ基、－NＲ１０Ｒ１１、ハロ

ゲン原子又は水素原子であり、Ｒ７が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－
Ｃ６アルキル基であり、Ｒ８が－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０、シアノ基、ハロゲン原子又は水素原
子であり、Ｒ１０及びＲ１１が独立して１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１
－Ｃ３アルキル基である化合物と、トリフルメゾピリンとを含有する有害生物防除組成物
。
【００７５】
式（１）において、Ｒ１がエチル基であり、Ｒ２及びＲ４が水素原子であり、Ｒ３が１個
以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基、－Ｃ（ＯＲ１０）３、ハ
ロゲン原子又は水素原子であり、
Ｒ５がＣ１－Ｃ３ハロアルキル基、－ＯＲ２０、－Ｓ（Ｏ）mＲ

２０又はハロゲン原子（
Ｒ２０はＣ１－Ｃ３ハロアルキル基を表す）であり、Ｒ６がシアノ基、－NＲ１０Ｒ１１

、ハロゲン原子又は水素原子であり、Ｒ７が１個以上のハロゲン原子を有していてもよい
Ｃ１－Ｃ６アルキル基であり、Ｒ８が－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０、シアノ基、ハロゲン原子又は
水素原子であり、Ｒ１０及びＲ１１が独立して１個以上のハロゲン原子を有していてもよ
いＣ１－Ｃ３アルキル基である化合物と、トリフルメゾピリンとを含有する有害生物防除
組成物。
【００７６】
式（１）において、Ａ１が－ＮＲ７－である化合物と、トリフルメゾピリンとを含有する
有害生物防除組成物。
【００７７】
式（１）において、Ａ１が酸素原子である化合物と、トリフルメゾピリンとを含有する有
害生物防除組成物。
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【００７８】
式（１）において、Ａ１が－ＮＲ７－であり、Ｒ１がＣ１－Ｃ３アルキル基であり、Ｒ２

及びＲ４が水素原子であり、Ｒ３が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ
３アルキル基、－Ｃ（ＯＲ１０）３、ハロゲン原子又は水素原子であり、Ｒ５がＣ１－Ｃ
３ハロアルキル基、－ＯＲ２０、－Ｓ（Ｏ）mＲ

２０又はハロゲン原子であり、Ｒ６がシ
アノ基、－NＲ１０Ｒ１１、ハロゲン原子又は水素原子であり、Ｒ７が１個以上のハロゲ
ン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ６アルキル基であり、Ｒ８が－Ｓ（Ｏ）mＲ

１０、シ
アノ基、ハロゲン原子又は水素原子であり、Ｒ１０及びＲ１１が独立して１個以上のハロ
ゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基であり、Ｒ２０がＣ１－Ｃ３ハロアル
キル基である化合物と、トリフルメゾピリンとを含有する有害生物防除組成物。
【００７９】
式（１）において、Ａ１が酸素原子であり、Ｒ１がエチル基であり、Ｒ２、Ｒ４及びＲ６

が水素原子であり、Ｒ３が１個以上のハロゲン原子を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキ
ル基、－Ｃ（ＯＲ１０）３、ハロゲン原子又は水素原子であり、Ｒ５がＣ１－Ｃ３ハロア
ルキル基、－ＯＲ２０、－Ｓ（Ｏ）mＲ

２０又はハロゲン原子であり、Ｒ８が－Ｓ（Ｏ）m

Ｒ１０、シアノ基、ハロゲン原子又は水素原子であり、Ｒ１０が１個以上のハロゲン原子
を有していてもよいＣ１－Ｃ３アルキル基であり、Ｒ２０がＣ１－Ｃ３ハロアルキル基で
ある化合物と、トリフルメゾピリンとを含有する有害生物防除組成物。
【００８０】
式（１）において、Ａ１が酸素原子であり、Ｒ１がエチル基であり、Ｒ２、Ｒ４及びＲ６

が水素原子であり、Ｒ３がハロゲン原子又は水素原子であり、Ｒ５がＣ１－Ｃ３パーフル
オロアルキル基、－ＯＲ３０又は－Ｓ（Ｏ）mＲ

３０であり、Ｒ３０がＣ１－Ｃ３パーフ
ルオロアルキル基であり、Ｒ８がハロゲン原子又は水素原子である化合物と、トリフルメ
ゾピリンとを含有する有害生物防除組成物。
【００８１】
　本発明組成物は、本化合物とトリフルメゾピリンとを単に混合したものでもよいが、通
常は、本化合物とトリフルメゾピリンと不活性担体とを混合し、必要に応じて界面活性剤
やその他の製剤用補助剤を添加して、油剤、乳剤、フロアブル剤、水和剤、顆粒水和剤、
粉剤、粒剤等に製剤化されたものが用いられる。
　また、前記の製剤化された有害生物防除組成物は、そのまま又はその他の不活性成分を
添加して使用することができる。
　本発明組成物における、本化合物とトリフルメゾピリンの合計量は、通常０．１％～１
００重量％、好ましくは０．２～９０重量％、より好ましくは１～８０重量％の範囲であ
る。
【００８２】
　製剤化の際に用いられる不活性担体としては、固体担体、液体担体が挙げられる。かか
る固体担体としては、例えば粘土類（カオリンクレー、珪藻土、ベントナイト、フバサミ
クレー、酸性白土等）、合成含水酸化珪素、タルク、セラミック、その他の無機鉱物（セ
リサイト、石英、硫黄、活性炭、炭酸カルシウム、水和シリカ等）、化学肥料（硫安、燐
安、硝安、尿素、塩安等）等の微粉末及び粒状物等、並びに合成樹脂（ポリプロピレン、
ポリアクリロニトリル、ポリメタクリル酸メチル、ポリエチレンテレフタレート等のポリ
エステル樹脂、ナイロン－６、ナイロン－１１、ナイロン－６６等のナイロン樹脂、ポリ
アミド樹脂、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、塩化ビニル－プロピレン共重合体等
）があげられる。
【００８３】
　かかる液体担体としては、例えば水、アルコール類（メタノール、エタノール、イソプ
ロピルアルコール、ブタノール、ヘキサノール、ベンジルアルコール、エチレングリコー
ル、プロピレングリコール、フェノキシエタノール等）、ケトン類（アセトン、メチルエ
チルケトン、シクロヘキサノン等）、芳香族炭化水素類（トルエン、キシレン、エチルベ
ンゼン、ドデシルベンゼン、フェニルキシリルエタン、メチルナフタレン等）、脂肪族炭



(36) JP 6428773 B2 2018.11.28

10

20

30

40

50

化水素類（ヘキサン、シクロヘキサン、灯油、軽油等）、エステル類（酢酸エチル、酢酸
ブチル、ミリスチン酸イソプロピル、オレイン酸エチル、アジピン酸ジイソプロピル、ア
ジピン酸ジイソブチル、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート等）、ニト
リル類（アセトニトリル、イソブチロニトリル等）、エーテル類（ジイソプロピルエーテ
ル、１，４－ジオキサン、エチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコール
ジメチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモ
ノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、３－メトキシ－３－メ
チル－１－ブタノール等）、酸アミド類（Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアセトアミド等）、ハロゲン化炭化水素類（ジクロロメタン、トリクロロエタン、四
塩化炭素等）、スルホキシド類（ジメチルスルホキシド等）、炭酸プロピレン及び植物油
（大豆油、綿実油等）が挙げられる。
【００８４】
　界面活性剤としては、例えばポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレ
ンアルキルアリールエーテル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、等の非イオン界
面活性剤、及びアルキルスルホン酸塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキル硫酸塩
当の陰イオン界面活性剤が挙げられる。
【００８５】
　その他の製剤用補助剤としては、固着剤、分散剤、着色剤及び安定剤等、具体的には例
えばカゼイン、ゼラチン、糖類（でんぷん、アラビアガム、セルロース誘導体、アルギン
酸等）、ベントナイト、合成水溶性高分子（ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリド
ン、ポリアクリル酸類等）、ＰＡＰ（酸性りん酸イソプロピル）、ＢＨＴ（２，６－ジ－
ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール）、ＢＨＡ（２－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メト
キシフェノールと３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メトキシフェノールとの混合物）が挙げら
れる。
【００８６】
　本発明の有害生物防除方法は、本発明組成物の有効量を有害生物又は有害生物の生息場
所（植物、土壌等）に施用することにより行われる。本発明の有害生物防除方法には、通
常、本発明組成物が製剤化された有害生物防除剤の形態で用いられる。
【００８７】
　本発明組成物の施用方法としては、具体的には、例えば、植物の茎葉、花器、苗又は穂
（植物）への施用、植物を植えつける前又は植えつけた後の土壌（植物を栽培する土壌）
への施用、種子消毒や種子浸漬、種子コート等の植物種子又は種芋等の球根への施用等が
挙げられる。また、本化合物及びトリフルメゾピリンは別々に施用してもよく、本化合物
及びトリフルメゾピリンのどちらか一方を付着させた種子又は球根を、植物、植物種子、
球根又は植物を栽培する土壌に施用する前後に、残る一方を施用してもよい。
【００８８】
　植物の茎葉、花器、苗又は穂（植物）への施用としては、具体的には、茎葉散布、樹幹
散布等の植物の表面に施用する施用方法が挙げられ、また、開花前、開花中、開花後を含
む開花時期における花器あるいは植物全体に散布する方法が挙げられ、また、穀物等おい
ては出穂時期の穂あるいは植物全体に散布する方法が挙げられる。
【００８９】
　また、植物を植えつける前又は植えつけた後の土壌（植物を栽培する土壌）への施用方
法は、例えば、有害生物による摂食等の被害から保護しようとする作物の根圏に本発明組
成物を施用して有害生物を直接防除する方法、または根部等から植物体内部に本発明組成
物を浸透移行させて、植物を摂食等する有害生物を防除する方法である。
　具体的には、例えば、植穴処理（植穴散布、植穴処理土壌混和）、株元処理（株元散布
、株元土壌混和、株元灌注、育苗期後半株元処理）、植溝処理（植溝散布、植溝土壌混和
）、作条処理（作条散布、作条土壌混和、生育期作条散布）、播種時作条処理（播種時作
条散布、播種時作条土壌混和）、全面処理（全面土壌散布、全面土壌混和）、側条処理、
水面処理（水面施用、湛水後水面施用）、その他土壌散布処理（生育期粒剤葉面散布、樹



(37) JP 6428773 B2 2018.11.28

10

20

30

40

50

冠下または主幹周辺散布、土壌表面散布、土壌表面混和、播穴散布、畦部地表面散布、株
間散布）、その他灌注処理（土壌灌注、育苗期灌注、薬液注入処理、地際部灌注、薬液ド
リップイリゲーション、ケミゲーション）、育苗箱処理（育苗箱散布、育苗箱灌注、育苗
箱薬液湛水）、育苗トレイ処理（育苗トレイ散布、育苗トレイ灌注、育苗トレイ薬液湛水
）、苗床処理（苗床散布、苗床灌注、水苗代苗床散布、苗浸漬）、床土混和処理（床土混
和、播種前床土混和、播種時覆土前散布、播種時覆土後散布、覆土混和）、その他処理（
培土混和、鋤き込み、表土混和、雨落ち部土壌混和、植位置処理、粒剤花房散布、ペース
ト肥料混和）が挙げられる。
【００９０】
　植物種子又は球根への施用としては、本発明組成物を、植物種子または球根に施用する
ことにより行うこともできる。本発明において、植物種子とは、土壌または栽培する培地
に播種する前の状態の植物の種子を意味し、球根とは、土壌あるいは栽培する培地に植付
ける前の状態の植物の鱗茎、球茎、塊茎、根茎、茎断片、種芋及び塊根を意味する。本発
明組成物を植物種子または球根に施用する方法は、例えば、有害生物による摂食等の被害
から保護しようとする作物の植物種子もしくは球根等に直接施用して有害生物を防除する
方法；植物種子もしくは球根等の近傍に本発明組成物を施用して、種子等を摂食等する有
害生物を防除する方法；または植物種子もしくは球根等から植物体内部に本発明組成物を
浸透移行させて、植物を摂食等する有害生物を防除する方法であり、具体的には、例えば
、吹きつけ処理、塗沫処理、浸漬処理、含浸処理、塗布処理、フィルムコート処理、ペレ
ットコート処理が挙げられる。
【００９１】
　本発明組成物を有害生物防除に用いる場合、その施用量は、施用時期、施用場所、施用
方法等に応じて、広範囲に変えることができるが、一般的には、本化合物とトリフルメゾ
ピリンとの合計量は、１０，０００ｍ2あたり通常１～１０，０００ｇである。本発明組
成物が乳剤、水和剤、フロアブル剤等に製剤化される場合は、通常、本化合物とトリフル
メゾピリンとは、それらの合計の濃度が０．０１～１０，０００ｐｐｍとなるように水で
希釈して施用され、粒剤、粉剤等は、通常、そのまま施用される。
【００９２】
　また、本発明組成物をイネに施用する場合は、育苗箱処理で使用してもよい。本発明組
成物を育苗箱処理する時期は、イネの播種時から移植時までであってもよい。また、本発
明組成物は、イネの直播栽培又は移植栽培で使用してもよい。本発明組成物を直播栽培の
イネに使用する際は、湛水直播前、湛水直播後、乾田直播前又は乾田直播後に施用しても
よく、播種前から播種２１日後までの時期であってもよい。本発明組成物を移植栽培のイ
ネに使用する際は、移植後のイネであってもよく、施用する時期は、移植前から移植２１
日後までの時期であってもよい。
【００９３】
　本発明組成物が効力を有する有害生物としては、有害昆虫類や有害ダニ類等の有害節足
動物が挙げられ、かかる有害生物としては、具体的には例えば、以下が挙げられる。
【００９４】
半翅目害虫：ヒメトビウンカ（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、トビ
イロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、セジロウンカ（Ｓｏｇａｔｅｌ
ｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）等のウンカ類、ツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ
　ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）、タイワンツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｖｉ
ｒｅｓｃｅｎｓ）、チャノミドリヒメヨコバイ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｏｎｕｋｉｉ）等の
ヨコバイ類、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、モモアカアブラムシ（
Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒ
ａｓｓｉｃａｅ）、ユキヤナギアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｉｒａｅｃｏｌａ）、チュ
ーリップヒゲナガアブラムシ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｅｕｐｈｏｒｂｉａｅ）、ジャ
ガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ムギクビレアブ
ラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ）、ミカンクロアブラムシ（Ｔｏｘｏｐ
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ｔｅｒａ　ｃｉｔｒｉｃｉｄｕｓ）、モモコフキアブラムシ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　
ｐｒｕｎｉ）等のアブラムシ類、アオクサカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ａｎｔｅｎｎａｔａ
）、ホソヘリカメムシ（Ｒｉｐｔｏｒｔｕｓ　ｃｌａｖｅｔｕｓ）、クモヘリカメムシ（
Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、トゲシラホシカメムシ（Ｅｙｓａｒｃ
ｏｒｉｓ　ｐａｒｖｕｓ）、クサギカメムシ（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｍｉｓｔａ）等
のカメムシ類、オンシツコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒ
ｕｍ）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、ミカンコナジラミ（Ｄｉ
ａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｃｉｔｒｉ）、ミカントゲコナジラミ（Ａｌｅｕｒｏｃａｎｔｈｕ
ｓ　ｓｐｉｎｉｆｅｒｕｓ）等のコナジラミ類。
【００９５】
　鱗翅目害虫：ニカメイガ（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐｒｅｓｓａｌｉｓ）、サンカメイガ（
Ｔｒｙｐｏｒｙｚａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ）、コブノメイガ（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏ
ｃｉｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、ワタノメイガ（Ｎｏｔａｒｃｈａ　ｄｅｒｏｇａｔａ）
、ノシメマダラメイガ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌａ）、アワノメイガ
（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｆｕｒｎａｃａｌｉｓ）、ハイマダラノメイガ（Ｈｅｌｌｕｌａ　
ｕｎｄａｌｉｓ）、シバツトガ（Ｐｅｄｉａｓｉａ　ｔｅｔｅｒｒｅｌｌｕｓ）等のメイ
ガ類、ハスモンヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｕｒａ）、シロイチモジヨトウ（
Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）、アワヨトウ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｅｐ
ａｒａｔａ）、ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、タマナヤガ（Ａｇ
ｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ），タマナギンウワバ（Ｐｌｕｓｉａ　ｎｉｇｒｉｓｉｇｎ
ａ），トリコプルシア属、ヘリオティス属、ヘリコベルパ属等のヤガ類、モンシロチョウ
（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）等のシロチョウ類、ナシヒメシンクイ（Ｇｒａｐｈｏｌｉ
ｔａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、マメシンクイガ（Ｌｅｇｕｍｉｎｉｖｏｒａ　ｇｌｙｃｉｎｉ
ｖｏｒｅｌｌａ），アズキサヤムシガ（Ｍａｔｓｕｍｕｒａｅｓｅｓ　ａｚｕｋｉｖｏｒ
ａ）、リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ　ｆａｓｃｉａｔａ
）、チャノコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｈｏｎｍａｉ．）、チャハマキ（
Ｈｏｍｏｎａ　ｍａｇｎａｎｉｍａ）、ミダレカクモンハマキ（Ａｒｃｈｉｐｓ　ｆｕｓ
ｃｏｃｕｐｒｅａｎｕｓ）、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）等のハマキ
ガ類、チャノホソガ（Ｃａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）、キンモンホソガ（Ｐ
ｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｒｉｎｇｏｎｅｅｌｌａ）のホソガ類、モモシンクイガ（
Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ）等のシンクイガ類、リオネティア属等のハ
モグリガ類、リマントリア属、ユープロクティス属等のドクガ類、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌ
ｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）等のスガ類、ワタアカミムシ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ
　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ）ジャガイモガ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅ
ｌｌａ）等のキバガ類、アメリカシロヒトリ（Ｈｙｐｈａｎｔｒｉａ　ｃｕｎｅａ）等の
ヒトリガ類、およびイガ（Ｔｉｎｅａ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ）。
【００９６】
アザミウマ目害虫：ミカンキイロアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄ
ｅｎｔａｌｉｓ）、ミナミキイロアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｐａｌｍｉ）、チャノキイ
ロアザミウマ（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、ネギアザミウマ（Ｔｈ
ｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ）、ヒラズハナアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｉｎ
ｔｏｎｓａ）等のアザミウマ類。
【００９７】
双翅目害虫：タネバエ（Ｄｅｌｉａ　ｐｌａｔｕｒａ）、タマネギバエ（Ｄｅｌｉａ　ａ
ｎｔｉｑｕａ）等のハナバエ類、イネハモグリバエ（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｏｒｙｚａｅ）
、イネヒメハモグリバエ（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｇｒｉｓｅｏｌａ）、トマトハモグリバ
エ、（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓａｔｉｖａｅ）、マメハモグリバエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ
　ｔｒｉｆｏｌｉｉ）、ナモグリバエ（Ｃｈｒｏｍａｔｏｍｙｉａ　ｈｏｒｔｉｃｏｌａ
）等のハモグリバエ類、イネキモグリバエ（Ｃｈｌｏｒｏｐｓ　ｏｒｙｚａｅ）等のキモ
グリバエ類、ウリミバエ（Ｄａｃｕｓ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｅ）、チチュウカイミバエ（
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Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）等のミバエ類、ショウジョウバエ類。
【００９８】
鞘翅目害虫：ウエスタンコーンルートワーム（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒ
ａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ）、サザンコーンルートワーム（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｕｎｄ
ｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ　ｈｏｗａｒｄｉ）等のコーンルートワーム類、ドウガネブイ
ブイ（Ａｎｏｍａｌａ　ｃｕｐｒｅａ）、ヒメコガネ（Ａｎｏｍａｌａ　ｒｕｆｏｃｕｐ
ｒｅａ）、マメコガネ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）等のコガネムシ類、メイ
ズウィービル（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｚｅａｍａｉｓ）、イネミズゾウムシ（Ｌｉｓｓ
ｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉｌｕｓ）、イネゾウムシ（Ｅｃｈｉｎｏｃｎｅｍ
ｕｓ　ｓｑｕａｍｅｕｓ）、ワタミゾウムシ（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ）
、シバオサゾウムシ（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｖｅｎａｔｕｓ）等のゾウムシ類、チ
ャイロコメノゴミムシダマシ（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｍｏｌｉｔｏｒ）、コクヌストモドキ
（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ）等のゴミムシダマシ類、イネドロオイムシ
（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、ウリハムシ（Ａｕｌａｃｏｐｈｏｒａ　ｆｅｍｏｒａ
ｌｉｓ）、キスジノミハムシ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａｔａ）、コロラ
ドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）等のハムシ類、ニジ
ュウヤホシテントウ（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖｉｇｉｎｔｉｏｃｔｏｐｕｎｃｔａｔａ）
等のエピラクナ類、ヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｂｒｕｎｎｅｕｓ）、マツノキク
イムシ（Ｔｏｍｉｃｕｓ　ｐｉｎｉｐｅｒｄａ）等のキクイムシ類、ナガシンクイムシ類
、ヒョウホンムシ類、ゴマダラカミキリ（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｍａｌａｓｉａｃａ
）等のカミキリムシ類、コメツキムシ類（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．、Ｌｉｍｏｎｉｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、およびアオバアリガタハネカクシ（Ｐａｅｄｅｒｕｓ　ｆｕｓｃｉｐｅ
ｓ）。
【００９９】
　上記の有害生物には、既存剤に対して抵抗性を獲得した個体群も含み、本発明組成物は
かかる抵抗性個体群に対しても有効である。
【０１００】
　本発明組成物を使用できる植物としては、例えば次のものが挙げられる。
　農作物；トウモロコシ、イネ、コムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク、ソルガム、ワ
タ、ダイズ、ピーナッツ、ソバ、テンサイ、セイヨウアブラナ、ヒマワリ、サトウキビ、
タバコ等、　野菜；ナス科野菜（ナス、トマト、ピーマン、トウガラシ、ジャガイモ等）
、ウリ科野菜（キュウリ、カボチャ、ズッキーニ、スイカ、メロン、スカッシュ等）、ア
ブラナ科野菜（ダイコン、カブ、セイヨウワサビ、コールラビ、ハクサイ、キャベツ、カ
ラシナ、ブロッコリー、カリフラワー等）、キク科野菜（ゴボウ、シュンギク、アーティ
チョーク、レタス等）、ユリ科野菜（ネギ、タマネギ、ニンニク、アスパラガス）、セリ
科野菜（ニンジン、パセリ、セロリ、アメリカボウフウ等）、アカザ科野菜（ホウレンソ
ウ、フダンソウ等）、シソ科野菜（シソ、ミント、バジル等）、イチゴ、サツマイモ、ヤ
マノイモ、サトイモ等、
　花卉、
　観葉植物、
　シバ、
　果樹；仁果類（リンゴ、セイヨウナシ、ニホンナシ、カリン、マルメロ等）、核果類（
モモ、スモモ、ネクタリン、ウメ、オウトウ、アンズ、プルーン等）、カンキツ類（ウン
シュウミカン、オレンジ、レモン、ライム、グレープフルーツ等）、堅果類（クリ、クル
ミ、ハシバミ、アーモンド、ピスタチオ、カシューナッツ、マカダミアナッツ等）、液果
類（ブルーベリー、クランベリー、ブラックベリー、ラズベリー等）、ブドウ、カキ、オ
リーブ、ビワ、バナナ、コーヒー、ナツメヤシ、ココヤシ等、
　果樹以外の樹；チャ、クワ、花木、街路樹（トネリコ、カバノキ、ハナミズキ、ユーカ
リ、イチョウ、ライラック、カエデ、カシ、ポプラ、ハナズオウ、フウ、プラタナス、ケ
ヤキ、クロベ、モミノキ、ツガ、ネズ、マツ、トウヒ、イチイ）等。
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【０１０１】
　前記した植物とは、ハイブリッド技術により育種された植物であってもよい。
【０１０２】
　すなわち、ハイブリッド技術により育種された植物とは、雑種強勢（一般に、収量ポテ
ンシャルの増加、生物的及び非生物的ストレス因子に対する抵抗性の向上等をもたらす）
の特性を有す植物である。
【０１０３】
　前記した植物とは、遺伝子組換え技術により耐性を付与された植物であってもよい。
【０１０４】
　例えば、上記植物には、イソキサフルトール等のＨＰＰＤ阻害剤、イマゼタピル、チフ
ェンスルフロンメチル等のＡＬＳ阻害剤、ＥＰＳＰ合成酵素阻害剤、グルタミン合成酵素
阻害剤、ブロモキシニル、ジカンバ等の除草剤に対する耐性が、古典的な育種法、もしく
は遺伝子組換え技術により付与された植物も含まれる。
【０１０５】
　上記植物には、遺伝子組換え技術を用いて、例えば、バチルス属で知られている選択的
毒素等を合成する事が可能となった植物も含まれる。
【０１０６】
また、上記植物には、古典的育種技術または遺伝子組換え技術を用い、先に述べたような
除草剤耐性、害虫抵抗性、病害耐性等に関わる形質を２種以上付与された系統、および同
類または異なる性質を有する遺伝子組換え植物同士を掛け合わせることにより親系統が有
する２種以上の性質が付与された系統も含まれる。このような植物の例として、Ｓｍａｒ
ｔ　ｓｔａｘ（登録商標）等が挙げられる。
【０１０７】
　本発明組成物における、本化合物とトリフルメゾピリンとの含有割合は、通常、重量比
で１００：１～１：１００であり、好ましくは１０：１～１：１０である。
【０１０８】
　本発明組成物は、下記群（Ａ）より選ばれる１種以上の化合物をさらに含有してもよい
。
群（Ａ）：
クロチアニジン（ｃｌｏｔｈｉａｎｉｄｉｎ）、ジノテフラン（ｄｉｎｏｔｅｆｕｒａｎ
）、チアメトキサム（ｔｈｉａｍｅｔｈｏｘａｍ）、イミダクロプリド（ｉｍｉｄａｃｌ
ｏｐｒｉｄ）、ニテンピラム（ｎｉｔｅｎｐｙｒａｍ）、チアクロプリド（ｔｈｉａｃｌ
ｏｐｒｉｄ）、フィプロニル（ｆｉｐｒｏｎｉｌ）、エチプロール（ｅｔｈｉｐｒｏｌｅ
）、エトフェンプロックス（ｅｔｏｆｅｎｐｒｏｘ）、シラフルオフェン（ｓｉｌａｆｌ
ｕｏｆｅｎ）、クロラントラニリプロール（ｃｈｌｏｒａｎｔｒａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）
、シアントラニリプロール（ｃｙａｎｔｒａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）、カルタップ（ｃａｒ
ｔａｐ）、フルピラジフロン（ｆｌｕｐｙｒａｄｉｆｕｒｏｎｅ）、ピメトロジン（ｐｙ
ｍｅｔｒｏｚｉｎｅ）、イソチアニル（ｉｓｏｔｉａｎｉｌ）、アゾキシストロビン（ａ
ｚｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、オリサストロビン（ｏｒｙｓａｓｔｒｏｂｉｎ）、プロベナ
ゾール（ｐｒｏｂｅｎａｚｏｌｅ）、チアジニル（ｔｉａｄｉｎｉｌ）、トリシクラゾー
ル（ｔｒｉｃｙｃｌａｚｏｌｅ）、ピロキロン（ｐｙｒｏｑｕｉｌｏｎ）、ジクロシメッ
ト（ｄｉｃｌｏｃｙｍｅｔ）、フェリムゾン（ｆｅｒｉｍｚｏｎｅ）、フサライド（ｐｈ
ｔｈａｌｉｄｅ）、カスガマイシン塩酸塩（ｋａｓｕｇａｍｙｃｉｎ　ｈｙｄｒｏｃｈｌ
ｏｒｉｄｅ　ｈｙｄｒａｔｅ）、テブフロキン（ｔｅｂｕｆｌｏｑｕｉｎ）、ペンシクロ
ン（ｐｅｎｃｙｃｕｒｏｎ）、バリダマイシン（ｖａｌｉｄａｍｙｃｉｎ）、ヘキサコナ
ゾール（ｈｅｘａｃｏｎａｚｏｌｅ）、フルトラニル（ｆｌｕｔｏｌａｎｉｌ）、カルプ
ロパミド（ｃａｒｐｒｏｐａｍｉｄ）、フラメトピル（ｆｕｒａｍｅｔｐｙｒ）、ペンフ
ルフェン（ｐｅｎｆｌｕｆｅｎ）、およびトルプロカルブ（ｔｏｌｐｒｏｃａｒｂ）
で示される化合物からなる群。
【０１０９】
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かかる混合の組み合わせとして、例えば以下のものが挙げられる。
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとイソチアニルとの組
み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとオリサストロビンと
の組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとプロベナゾールとの
組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとトリシクラゾールと
の組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとジクロシメットとの
組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとカルプロパミドとの
組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとチアジニルとの組み
合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとピロキロンとの組み
合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとトルプロカルブとの
組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとフラメトピルとの組
み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとペンフルフェンとの
組み合わせ；
【０１１０】
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとイソチアニルとフラ
メトピルとの組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとイソチアニルとペン
フルフェンとの組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとプロベナゾールとフ
ラメトピルとの組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとプロベナゾールとペ
ンフルフェンとの組み合わせ；
【０１１１】
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとトリシクラゾールと
フラメトピルとの組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとトリシクラゾールと
ペンフルフェンとの組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとチアジニルとフラメ
トピルとの組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとチアジニルとペンフ
ルフェンとの組み合わせ；
【０１１２】
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとピロキロンとフラメ
トピルとの組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとピロキロンとペンフ
ルフェンとの組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとトルプロカルブとフ
ラメトピルとの組み合わせ；
「本化合物１から４８１のいずれかひとつ」とトリフルメゾピリンとトルプロカルブとペ
ンフルフェンとの組み合わせ；
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【０１１３】
　以下、本発明を製剤例及び試験例にてさらに詳しく説明するが、本発明は以下の例のみ
に限定されるものではない。なお、以下の例において、部は特にことわりの無い限り重量
部を表す。
【０１１４】
　まず、製剤例を示す。
【０１１５】
製剤例１
　本化合物１～４８１のうちいずれか１種を５部、トリフルメゾピリン１０部、ホワイト
カーボンとポリオキシエチレンアルキルエーテルサルフェートアンモニウム塩との混合物
（重量割合１：１）３５部及び水を混合し全量を１００部とし、湿式粉砕法で微粉砕する
ことにより、各々の製剤を得る。
【０１１６】
製剤例２
　本化合物１～４８１のうちいずれか１種を１０部、トリフルメゾピリン２部、ソルビタ
ントリオレエート１．５部、及びポリビニルアルコール２部を含む水溶液２８部を混合し
、湿式粉砕法で微粉砕した後、この中にキサンタンガム０．０５部及びアルミニウムマグ
ネシウムシリケート０．１部を含む水溶液を加え全量を９０部とし、さらにプロピレング
リコール１０部を加えて攪拌混合し、各々の製剤を得る。
【０１１７】
製剤例３
　本化合物１～４８１のうちいずれか１種を１０部、トリフルメゾピリン１０部、リグニ
ンスルホン酸カルシウム３部、ラウリル硫酸ナトリウム２部、及び合成含水酸化珪素 残
部をよく粉砕混合することにより、各々の水和剤１００部を得る。
【０１１８】
製剤例４
　本化合物１～４８１のうちいずれか１種を１部、トリフルメゾピリン０．５部、合成含
水酸化珪素微粉末１部、リグニンスルホン酸カルシウム２部、ベントナイト３０部及びカ
オリンクレー残部を加え混合する。ついで、この混合物に適当量の水を加え、さらに攪拌
し、造粒機で製粒し、通風乾燥して各々の粒剤１００部を得る。
【０１１９】
製剤例５
　本化合物１～４８１のうちいずれか１種を２部、トリフルメゾピリン０．７５部、イソ
チアニル２部、合成含水酸化珪素１部、リグニンスルホン酸カルシウム２部、ベントナイ
トを３０部及びカオリンクレー残部の混合物１００部をよく粉砕混合し、水を加えてよく
練り合わせた後、造粒乾燥することにより粒剤１００部を得る。
【０１２０】
製剤例６～１５
　製剤例５において、イソチアニル２部に代えて、［表Ａ］記載のそれぞれの化合物及び
使用量を用いた以外は製剤例５と同様の操作を行い、それぞれの粒剤を得る。
【０１２１】
　［表Ａ］
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【０１２２】
　次に本発明組成物の植物種子への適用例を示す。
　適用例１
　ソルガム乾燥種子１００ｋｇに、回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕ
ｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて、製剤例１または２に準じて作製した各製
剤２００ｍｌを塗沫処理することにより、各処理種子を得る。
また、各製剤２００ｍｌに、オキサベトリニルを１８０グラム、またはフルキソフェニム
４０グラムを、それぞれ添加して塗沫処理することにより各処理種子を得ることもできる
。
【０１２３】
　適用例２
　トウモロコシ乾燥種子１０ｋｇに、回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－
Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて、製剤例１または２に準じて作製した各
製剤４０ｍｌを塗沫処理することにより、各処理種子を得る。
【０１２４】
　適用例３
　トウモロコシ乾燥種子１０ｋｇに、製剤例３に準じて作製した各水和剤を５０ｇ粉衣処
理することにより、処理種子を得る。
【０１２５】
　適用例４
　ダイズ乾燥種子１０ｋｇに、回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒ
ｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて、製剤例１または２に準じて作製した各製剤２
０ｍｌを塗沫処理することにより、各処理種子を得る。
【０１２６】
　適用例５
　ダイズ乾燥種子１０ｋｇに、回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒ
ｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて、製剤例３に準じて作製した各水和剤を３０ｇ
粉衣処理処理することにより、各処理種子を得る。
【０１２７】
　適用例６
　ワタ乾燥種子１０ｋｇに、回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉ
ｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて、製剤例１または２に準じて作製した各製剤５０
ｍｌを塗沫処理することにより、各処理種子を得る。
【０１２８】
　適用例７
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　セイヨウアブラナ乾燥種子１０ｋｇに、回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎ
ｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて、製剤例１または２に準じて作製し
た各製剤１５０ｍｌを塗沫処理することにより、各処理種子を得る。
【０１２９】
　適用例８
　イネ乾燥種子１０ｋｇに対し、回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌ
ｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて、製剤例１または２に準じて作製した各製剤
２０ｍｌを塗沫処理することにより、各処理種子を得る。
【０１３０】
　適用例９
　イネ乾燥種子１０ｋｇに対し、回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌ
ｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて、製剤例３に準じて作製した各水和剤を６０
ｇ粉衣処理することにより、各処理種子を得る。
【０１３１】
　次に、本発明の効果を試験例にて示す。
【０１３２】
　試験例１
　本化合物３、１５、１９、２０、４８、５０、７２、８１、８５、９９、１３０、４２
１、４４４、４４５、４６４、４６７、およびトリフルメゾピリンをそれぞれ１ｍｇあた
り、キシレン：ジメチルホルムアミド：界面活性剤（商品名：ソルポール（登録商標）３
００５Ｘ、東邦化学工業製）＝４：４：１（容量比）の混合溶媒１０μＬを用いて溶解し
た後、〔表２１〕～〔表２２〕記載の濃度になるよう展着剤（商品名：シンダイン（登録
商標）、住友化学製）０．０２容量％を含有する水で希釈し、各試験用薬液を調整した。
　キュウリ（Ｃｕｃｕｍｉｓ ｓａｔｉｖｕｓ）子葉の葉片（長さ１．５ｃｍ）を２４穴
マイクロプレート（Ｂｅｃｔｏｎ　Ｄｉｃｋｉｎｓｏｎ製）の各ウェルに収容し、１ウェ
ルあたりワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ ｇｏｓｓｙｐｉｉ）無翅成虫２匹および幼虫８匹
を放飼し、１ウェルあたり該試験用薬液２０μＬを散布処理した。これを処理区とした。
　なお、試験用薬液の代わりに展着剤（商品名：シンダイン（登録商標）、住友化学製）
０．０２容量％を含有する水を２０μＬ散布したウェルを無処理区とした。
　風乾後、マイクロプレート上部をガス透過性フィルムシート（商品名：ＡｅｒａＳｅａ
ｌ， Ｅｘｃｅｌ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｉｎｃ.製）で覆い、放飼５日後に、各ウェル
の生存虫数を観察した。
　処理区及び無処理区の防除価を下記式（１）より算出した。
　　　式（１）　防除価（％）＝｛１－（Ｔａｉ）／（Ｃａｉ）｝×１００
なお、式中の文字は以下の意味を表す。
　　　Ｃａｉ：無処理区の観察時の生存虫数
　　　Ｔａｉ：処理区の観察時の生存虫数
　その結果、〔表２１〕～〔表２２〕に示すように、本化合物３、１５、１９、２０、４
８、５０、７２、８１、８５、９９、１３０、４２１、４４４、４４５、４６４、または
４６７とトリフルメゾピリンとを含有する本発明組成物は、いずれも優れた防除効力を示
した。
　なお、上述の試験に準じて行った試験で観察されたトリフルメゾピリン及び本化合物の
単独での防除価は、トリフルメゾピリンが４（濃度０．１ｐｐｍ）、３０（濃度１ｐｐｍ
）、本化合物１５が２８（濃度１ｐｐｍ）、本化合物２０が１２（濃度０．０１ｐｐｍ）
、本化合物７２が３２（濃度１０ｐｐｍ）、本化合物４４４が３２（濃度１ｐｐｍ）、本
化合物４４５が３０（濃度０．１ｐｐｍ）、本化合物４４５が３７（濃度１ｐｐｍ）であ
った。
【０１３３】
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【表２１】

【０１３４】
【表２２】

【産業上の利用可能性】
【０１３５】
　本発明により、有害生物を防除することができる。
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